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歌
川 _
広
重

「富
士

三
十
六
景
　
駿
河
薩
夕
之
海
上
」

縦
大
判
錦
絵
　
安
政
５
年

１^
８
５
８
）

画
面
を
大
き
く
斜
め
に
横
切
っ
て
う
ね
る
高
波
に
ま
ず
目
を
章
わ
れ
ま
す
．

重
な
り
合
う
波
は
見
事
な
藍
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
彩
ら
れ
　
さ
ら
に

柵
か
な
白
い
波
頭
が
そ
れ
を
縁
取

っ
て
い
ま
す
．

波
が
激
し
く
打
ち
寄
せ
る
薩
址
嶺

現^
静
岡
県
由
比
町
）
で
す
。
か
つ
て
は

東
海
道
が
崖
下
の
海
岸
線

（画
面
左
手
）
を
走

っ
て
お
り
　
「親
不
知
子
不
知
」

の
海
岸
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

の

一
枚

で
す

。
そ

の

「富
■

三

十
六
景
」
と

い
う
シ
リ
ー
ズ
名
か
ら
広
重
が
葛
飾
北
斎

の
名
■

「冨
嶽
三
＋
六

亘こ

（全
¨
枚
揃
　
人
保
初
年
頃
）

に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
　
こ
の
作
品

に
つ
い
て
も

（彼

に
し
て
は
人
胆
な
構

図

で
す
が
）

北
斎

の
圧
倒
的

で
見
せ

つ
け
る
よ
う
な
作
品
と
較

べ
る
と
　
ど

こ
か
ま
と
ま
り
と
品
が
あ
り
　
広
重
ら
し
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

な
お
　
こ
の

「富
士
二
十
六
景
」
は
　
平
成
１３
年
度

に
馬
頭
町
広
重
美
術
館

が
新
た

に
購
入
し
た
５
作
品
の
う
ち

の

一
つ
で
す
．
（学
芸
員
　
津
田
　
卓
子
）

し
た

。
波

が
引

く

一
瞬

に
た

り

抜
け
な
け
れ
ば
通
れ
な

い
難
所
で

親

さ
え

も
子
を
　
子
も
親
を
顧

み
る
余
裕

が
無

い
ほ
ど

で
あ

っ

た
た

め

の
名

称

で
す
．
広
重

の

時
代

に
は
　

既

に
東
海
道
は
海

岸
線

か
ら
山
中

を
行
く
道

に
変

わ

っ
て
お
り
　
富
＋

山
を
海
上

に
望
む
名
所
と
な

っ
て
い
ま
し
た
．

広
重

は
荒

れ
狂

う
波

と
　
泰

然

と
構
え

る
富
士

の
雄

大
な
姿

を

対
照
的

に
描

い
て
い
ま
す
．

こ
の
作

品
は
日
本

各
地

か
ら

見
た

「富
士
山
」

の
姿

を
縦

長

の
画
面

の
中

に
描

い
た
３６
枚
揃



『キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
東
洋
美
術
館
所
蔵

浮
世
絵
」
展
鑑
賞
に
参
加
し
て

「友
の
会
〓
ム
員
　
大

ネ帯
ク

ニ
子

宇^
都
官
）

天
候
に
恵
ま
れ
た
２
月
６
日
　
３４
名
の
参
加

者
が
足
利
市
立
美
術
館
に
集
合
し
ま
し
た
。

肉
筆
画
４。
点
の
な
か
で
　
「
四
朱
河
凛
夕
涼

図
』
の
微
妙
な
人
物
表
現
と
繊
細
な
色
使
い

流
れ
る
よ
う
な
構
図
に
う

っ
と
り
し
ま
し
た
。

■
時

一
流
の
絵
師
達
７
名
の
合
作

「七
福
神
」

の
掛
け
軸
に
は
当
時
の
文
化
人
の
交
流
の
広
さ

を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
　
西
洋
の
明
暗

法
を
学
び
描
か
れ
た
給
に
は
驚
き
で
し
た
。

浮
世
絵
の
変
遭
が
わ
か
る
よ
う
に
展
示
さ
れ

た
会
場
を
進
む
と
　
東
洲
斎
写
楽
の
役
者
絵
四

枚
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
役
者
の
個
性

と
表
情
の
妙
が
的
確
に
描
き
出
さ
れ
て
い
て
見

事
で
　
日
の
当
た
り
に
見
る
こ
と
が
出
来
て
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。

眼
な
裏
に

写
楽
の
日
あ
り

春
の
書

ク
ニ
，

中
で
も
大
判
錦
絵
三
枚
続
の
震
示
が
多
く

一物

千
し
』
『浄
瑠
縞
姫
館
」
「御
殿
山
花
見
駕
籠
」

等
見
こ
た
え
の
あ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
■
品
を
稲
垣
館
長
が
こ

説
明
く
だ
さ
り
　
一
時
間
半
で
は
足
り
な
い
見

こ
た
え
の
あ
る
浮
世
絵
展
で
し
た
。
和
や
か
に

皆
さ
ん
と
昼
食
を
と
り
　
［
溜
ま
り
の
な
か

各
自
足
利
学
校
　
ば
ん
阿
寺
な
ど
を
故
策
し
て

解
散
．
浮
世
絵
が

一
段
と
身
近
に
感
じ
ら
れ
た

一
日
で
し
た
。

「素
晴
ら
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と

そ
う
す
る
と
浮
世
絵
が
益
々
面
白
く
な
り
ま
す

よ
」
と
い
う
館
長
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

一　
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

美
術
館
が
開
館
し
て
１
年
４
ヶ
月
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
に
お
よ
そ
１６
万
人
の
方
々
が
美
術

館
を
訪
れ
、
浮
世
絵
の
魅
力
に
浸

っ
て
く
れ
ま

し
た
。
こ
の
美
術
館
を
支
え
る
力
の
ひ
と
つ
に

美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
あ
り
ま
す
。

来
館
者
の
み
な
さ
ん
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
　
件
品
を
十
分
に
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
　
満
足
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
　
多
く

）

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

す
。現

在
は
馬
頭
町
内
を
始
め
　
町
外
の
方
々
も

た
く
さ
ん
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
特
に
日
曜
日
が
手
薄
に
な

っ
て
お

り
ま
す
。

浮
世
絵
や
歴
史
が
好
き
な
方
　
時
間
に
余
裕

の
あ
る
方
　
せ
ひ
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し

て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容
　
展
示
室
監
視
が
主
な
仕
事
で
す

活
動
日
数
　
活
動
時
間
等
に
つ
い
て
は
　
美

術
館
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
８
７
（９２
）
‐
‐
９
９
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
‐‐̈屈
沼
Ｒ

●
・

開
館
時
間
／
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
５
時

（人

館
は
午
後
４
時
３０
分
ま
で
）

休
館
日
／
月
曜
日
　
祝
日
の
翌
日

（祝
日
の

翌
日
が
土
　
日
曜
日
は
開
館
）
年
末
年
始

（２

月
２８
口
～
１
月
４
日
）

×
展
示
替
え
の
た
め
の
臨
時
休
館
が
あ
り
ま
す

観
覧
料

（企
画
展
）

一
般
／
５
０
０
円

４^
５
０
円
）

高
　
大
学
生
／
３
０
０
円

（２
７
０
円
）

小
　
中
学
生
／
１
０
０
円

（９
０
円
）

　^
）
内
は
２０
名
以
上
の
団
体
１
人
あ
た
り
．

×
“
歳
以
上
の
高
齢
者
　
身
障
者
割
引
が
あ
り

ま
す
。
（特
別
展
を
除
く
）

※
特
別
展
の
場
合
は
　
別
途
に
な
り
ま
す
。

小
学
生
未
満
は
無
料
で
す
。
）

会 賢

30001  特別会■ 11'人 ,1:“i    lO 000円
1,5001  11"I会 ,t(法 人)年

“

 ― li 30 000 1

―般会員 (一般)li額

(学生)年額

特 興

41別 ,:●Ⅲ,し 11[||で 1,11で l・ ●1,[で きます (11別 会 :!よ 1111と 2名 まで ,い

なの会 11'の サ[′ 会 満

“

会 1朽●|■ に,IIで きます {1サ別会
`Jは

1111“ 2名 まで●∫|

会報 力せに会スケジェール■のイ 句送 11

会

`t,1で

ミユーシア′、ショックの画1111り ■

※このほ力1,オ1,:111カ
=(=¬
オの■11 ●去ブ、 こは111サ

'(|“ `|1人

[|]な との11'レ
'l・
つます

| ※1111の振込川 llを こ|‖ ください

風 ■)MACH[
IiIЮSI∫【:E

Mtsrし、

なの公サJF会  ,1111,こ で



囲W
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
る
絵
師

―

）

初
の
日
本
人
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
清
雄
を
知
る
人
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
　
展
覧
会
に
先
駆
け
て
清
雄
と
作
品

に
つ
い
て
こ
紹
介
し
ま
す
。

消
雄
の
生
涯

嘉
永
５
年
（１
８
５
２
）

川
村
清
雄
は
幕
巨

の
子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
や
が
で
江
戸
幕

府
は
崩
壊
し
　
明
治
５
年

１^
７
８
１
）
清
雄
ら

若
い
旧
卑
巨
は
徳
川
家
私
資
留
学
生
と
し
て
ア

メ
リ
カ
ヘ
留
学
し
ま
す
。

留
学
先
で
勉
学
の
合
間
に
描
い
た
絵
が
絵
画

教
師
に
認
め
ら
れ
、
清
雄
は
画
家
に
な
る
決
心

を
し
ま
す
。
そ
し
て
パ
リ
や
ウ

ェ
ニ
ス
で
油
彩

）

８３
歳
で
生
涯
を
問
し
ま
し
た
。

清
雄
は
決
し
て
成
功
し
た
面
家
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
生
涯

「油
絵
師
」
を
貫
い
た
，
せ
な

人
生
だ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
．

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
清
雄
作
品

清
雄
の
こ
子
息
川
村
清
衛
氏
の
こ
記
憶
に
よ

れ
ば
　
収
集
家
青
木
藤
■
は
清
雄
の
最
晩
年
に

あ
た
る
５
年
間
　
画
家
と
交
際
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
交
流
は
　
小
品
な
が
ら
良
質
な
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
形
成
に
黎
が
り
ま
し
た
。

「梅
に
雀
」
は
清
雄
の
面
風
が
頭
者
に
現
れ

た
作
品
で
す
．
黒
漆
を
奎

っ
た
板
の
上
に
　
日

本
の
古
米
か
ら
の
画
題
で
あ
る
雀
と
梅
を
　
油

形
で
描
い
て
い
ま
す
。
無
背
景
な
と
こ
ろ
も
非

常
に
日
本
的
で
す
。
明
治
期
に
は
受
け
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
作
品
も
　
現
代
に
生
き
る
私
達
に

は
新
鮮
で
す
ら
あ
り
ま
す
．

清
雄
は
し
ば
し
ば
肖
像
画
の
注
文
を
受
け
ま

い
マ
ス
ロ
が
走
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

資
料
が
収
集
さ
れ
た
の
も
　
画
家
と
の
直
接
の

交
流
あ
っ
て
こ
そ
で
し
ょ
う
．

展
覧
会
で
は
　
こ
の

一福
沢
諭
吉
肖
像
」
を
、

写
真
　
下
絵
（江
戸
東
京
博
物
館
蔵
）
と
と
も
に

［巻
不
す
る
ほ
か
　
青
木

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
川
村

清
雄
全
作
品
と
他
館
所
蔵
の
代
表
作
数
点
、
含

計
約
６０
■
品
を
出
品
し
ま
す
。
当
館
の
清
雄
作

品
が

一
生
に
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
の

で
　
是
非
こ
来
館
く
だ
さ
い
。

（学
芸
員
　
析
井
　
〓貝
恵
）

今
年
は
　
青
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
５０
点
以
上

の
Ｆ
品
及
び
資
料
が
所
蔵
さ
れ
る
汗
画
家
川
村

清
雄
（
１
８
５
２
１
１
９
３
４
）
の
生
誕
‐５０
周
年

に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
　
６
月
６
日
か
ら
３０

日
ま
で

「
ヨ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
る
給
師
１
　
近

代
洋
両
の
先
駆
者
　
川
村
清
雄
展
」
を
開
催
い

た
し
ま
す
．

川
村
清
雄
は
　
油
彩
画
を
本
格
的
に
学
ん
だ

画
を
学
ぶ

一
方
　
丁
度
ジ
ャ
ポ

ニ

繭
ス
ム
日^
本
趣
味
）の
流
行
す
る
ヨ

当ー
ー
ロ
ッ
パ
で
日
本
の
伝
統
美
に
芸

雌
術
性
を
再
認
識
し
　
油
彩
と

い
う

極旧
西
洋
の
手
法
で
日
本
画
を
描

こ
う

”
と
日
く
誓
い
ま
す
．

＝
　

明
治
１４
年

（
１
８
８
１
）
に
帰
国

し
た
清
雄
で
す
が
　
そ
の
絵
は
当

時
の
人
に
は
理
解
さ
れ
難
く
　
同

３２
年
上
野
で
開

い
た
初
の
個
展
は

酷
評
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
シ
ョ

ッ
ク
で
何
も
手
に
つ
か
な
く
な

っ

た
清
雄
の
名
は
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ

画
壇
と
は
完
全
に
無
縁
と
な

っ
た

清
雄
は
　

一
部

の
愛
好
者
と
生
活

の
た
め
に
作
画
を
続
け
ま
す
。
昭

和
２
年

（
１
９
２
７
）
と
同
４
年
に

は
個
展
を
開
き
ま
す
が
再
評
価
に

は
至
ら
す
　
昭
和
９
年
　
数
え
年

し
た
。
明
治
３３
年

１^
９
０
０
）
口
制
件
さ
れ
た

「福
澤
諭
吉
肖
像
〓
慶

應
義
塾
大
学
蔵
）
は
そ

の
代
表
作
で
す
。
そ

し
て
こ
の
作
品
を
描

く
際

に
利
用
し
た
写

真
が
　
青
木

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
に
現
存
し
て

い
ま
す
。
画
面
大

に

引
き
伸
ば
す
た
め
写

真

に
は

マ
ス
日
が
引

か
れ
　
微
細
な
描
写

を
要
求
さ
れ
る
顔

の

部
分

に
は
更
に
細
か

「Mド諭占肖像J(写真)(当 館蔵
'

ヽこ1

ツ 、
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囲僻
H

企

―――――
民

一広
こ
と
北
流

の
“
Ｉ
，
卜
六
景
腱

一

会
川

平
成
１４
年
４
月
２３
‐―

火^
）
～
４
月
２
Ｈ

Ｈ^
）

に
匠
　
■
川
広
■
ヒ
葛
飾
北
イ
　
●
世
泄

に

お
け
る
瓜
■
画

の
発
展

に
大
き
な
功
■
を
過
し

た

一人
は

「宙
Ｌ
山
」
を
・ど

の
よ
う

に
―――‐
い
た

の
で
し
ょ
う
か
　
広
颯

の
作
品
で
は
新
た

に
ヽ

館

が
晰
入
し
た
は
か
り

の

一
１，
１
１

二
十
六
■
」

縦^
人
＝
３６
枚
揃
）

北
流
は

「＝
＝
三
十
六
■
」

泄^
人
刊

“
枚
価
）
を

一
部
　
他
館
■
よ
り
■
川

し
て
の
，

小
で
す
．

ミ

ュ
ー
ジ

ア
ム
ト
ー
ク

凛^
示
“
■
）

当
“
■
ム
●
　
４
月
２７
日

卜^
γ
５
月
２５
‐―

」^
）

請
“
会

「広
重
と
北
斎
」

鮎
ｉｔ
　
柿
●
進

一　

・５
月
４
Ｈ

１^‐
）

企
画
屁

「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
見
る
絵
師
１

近
代
洋
両
の
先
駆
者

川
村
清
雄
展
」

０
会
期

平
成
１４
年
６
月
６
日
（本
）
～
６
月
３０
日
（日
）

馬
頭
町
広
重
美
術
館
が
所
蔵
す
る
青
木
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で

一
つ
の
大
き
な
特
徴
を
形

作

っ
て
い
る
川
村
清
雄
の
■
品
群
．　
一
般
に
広

く
知
ら
れ
て
い
な
い
両
家
で
す
が
　
日
本
の
初

期
洋
画
界
に
お
い
て
川
村
清
雄
は
重
要
な
位
Ｈ

を
占
め
て
い
ま
す
。
青
木
藤
作
氏
と
の
関
わ
り

も
絡
め
て
清
雄
の
画
業
の
全
貌
を
見
つ
め
直
す

展
覧
会
で
す
。

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

（展
示
解
説
）

当
館
学
芸
員
　
６
月
８
日
（上
）

●
講
演
会

「川
村
清
雄
と
青
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

当
館
学
芸
員
　
６
月
２２
日
（土
）

企
画
戻

『浮
世
絵
の
お
化
け
　
妖
怪
展
」

０
会
期

前
期
／
平
成
１４
年
７
月
５
日
（金
）
～
８
月
４
日
（自
）

後
期
／
平
成
１４
年
８
月
８
口

本^
）
～
９
月
８
日

Ｈ^
）

占
く
か
ら
絵
画
の
題
材
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

た
お
化
け
や
妖
怪
は
　
浮
世
絵
に
お
い
て
も
美

人
画
や
役
者
絵
同
様
　
多
く
の
絵
師
に
よ
り
表

情
，
か
に
描
か
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
展
覧
会

で
は
、
浮
世
絵
師
た
ち
が
ユ
ー
モ
ア
と
奇
抜
な

ア
イ
デ
ア
を
競

っ
て
摘
い
た
お
化
け
と
妖
怪
の

世
界
を
こ
紹
介
し
ま
す
。

●
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

（展
示
解
説
）

当
館
学
芸
員
　
７
月
６
日
（土
γ
８
月
３‐
日
（土
）

●
子
ど
も
の
た
め
の
夏
休
み
特
別
企
画

「
コ
ワ
～
い
１
　
見
た
～
い
―
　
お
化
け

妖
怪
探
検
」

７
月
２７
日
（■
）
８
月
１７
日
（土
）

０
講
演
会

「江
戸
の
妖
怪
」

館
長
　
稲
垣
進

一
７
月
２０
日
（土
）

開
館
二
周
年
記
念
特
別
展

『江
戸
の
旅
　
東
海
道
五
拾
二
次
展
」

０
会
期

前
知
／
平
成
１４
年
９
月
１３
日

金^
）
～
１０
月
１４
日
（月
）

後
期
／
平
成
１４
年
１０
月
“
日
（金
）
～
Ｈ
月
２４
日
（日
）

あ
の
有
名
な
歌
川
広
重

『東
海
道
五
拾
二
次

之
内
」

（保
永
堂
　
仙
鶴
堂
合
板
）
を
中
心
に

当
時
の
旅
の
風
俗
を
こ
紹
介
す
る
展
覧
会
で
す
。

東
海
道
を
廻
る
旅
を
広
重
の
作
品
と
と
も
に
お

楽
し
み
下
さ
い
。

（入
館
料
が
特
別
展
料
金
と
な
り
ま
す
。
）

●
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク

（展
示
解
説
）

当
館
学
芸
員

前
期
／
平
成
１４
年
９
月
１４
口

上^
γ

９
月
２８
日
本土
）

後
期
／
平
成
１４
年
１０
月
１９
日
（土
）

Ｈ
月
２
口

■^
γ

Ｈ
月
１６
日

＋^
）

０
記
念
講
演
会

「広
重
東
海
道
五
拾
二
次

―
そ
の
美
と
造
形
―
こ

館
長
　
稲
垣
進

一
　

平
成
１４
年
１０
月
１２
日

Ｉ^
）

０
記
念
講
演
会

「広
重
　
名
所
絵
の
新
し
さ
」

（仮
題
）

千
葉
市
美
術
館
　
学
芸
係
長
　
浅
野
秀
剛
氏

平
成
１４
年
Ｈ
月
３
日
（日
）

企画展 広重と北斎の富士三十六景展

4月 23日 (人 )～6月 2日 (日 )
ミューシアムトーク‐4月 2711[)5月 25111)・ 1飾

`′

去員

洒濱会‐5ナj4 1L,「広こと北斎JI(鮎 飾1, 稲
'進

企画展 コレクションにみる絵師 1
近代洋画の先駆者 川I村清雄屁

6月 6日 (木 )～6月 30日 (日 )一部展示普あり
ミューシアムトーク‐6,18:|[)'誨■■11
iX演 会‐6月 22(I)りけ,満訃とFI本 コレクションJ

'`館学ム11 ,り 1貴恵

企画展 浮世絵のお化 け 妖怪展

前期=7月 5日 (金 )～ 8月 4日 (日 )後ll=3月 8日 (本 )～ 9月 8日 (日 )
ミューシアムトーク‐7',6口 |「

'8ナ

131 [)｀樹 学ム曼
iJ演 会‐7月 20(■ )け i,iの妖拘 '(館衝11, 柿

'進

コワ～い!見た～い 1

お化け 妖怪探検
7サ 12711(|:I S,11711(|||

開館二周年記念特,1展 江戸の旅 東海道五拾二次展
前期・ 9月 13日 (金 )～ 10月 14口 (月 ,後期・ 10月 18日 t木 )～ 11月 24曰 (日 )

ミューシアム トーク‐0, 4‖ ●[ 0'28 1「 110月 | |い
11ナ j2 1卜  l[,い 01 11'樹 ツ去,1

1121お |〔会‐10月 12  ●)|ヽ■ 彙海道 五構 :次 その■と進形.
11館館民 稲

"進‖

',3(掟
[広 ■ 名所総の新しき 仮題|

千鮮li美

"朗
 学去IFヽ  崚野秀‖!氏
●111事型菫'|,■■■1,`● ■● 0■ |■■●●''

企画展 広重 国貞 国芳展

11月 29日 (金 )～ 12月 25日 (水 )
ミューシア′トーク‐1,30(1,12月 2H口 [|1餌 学芸 11
i3工 会‐12月 7 1い [歌

“

派の i ⅢIJ l“ 飾1: li'進

企画晨 青木コレクション名品展

平成15年 1月 5日 (日 )～ 2月 2日 (日 )
ミューシアムトーク‐1,lH I[ サ125 「 )1館十ムll
i,ユ 会‐1' 8 1い りi本織,と そのI11ヽ 1'館十ムti ,i′ 11,■

企画晨 二人の広重展

2月 6日 (本 )～ 3月 9日 (日 )
ミューシアムトーク 2′ 18([ 6りすl l卜 , 1ヽ F芸 :!
繊演会‐2'J15  1)「 :′、のti重 1当 MIム Jl li川 I「 也

企画晨 浮世絵師が描いた諸国名所絵展

3月 14日 (金 )～ 4月 13日 (日 )
ミ,― シアムトーク‐3月 15 1い 4月 5(t'(館 '′ム11
1`ヽ 公‐3′ 122  1),1:給 風t:山 の

「
史J・ i"釘 I: l「 |11

平
成
１４
年
３
月
引
日
発
行
　
編
集
発
行
／
馬
頭
町
広
重
美
術
館
友
の
会
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